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電力ソリューショングループの組織

マテリアリティ

グループの強み・戦略

主要な成長ドライバー

持分発電容量の推移

ビジネスモデルの事例

海外発電・送電事業、電力トレーディン
グ事業、海外分散電源事業、海外水事
業、水素関連事業

電力トレーディング事業、電力小売事業、
国内水事業

国内発電事業、リチウムイオン電池関連
事業

グループの強み

2030年度 
6.6GWへ倍増を目指す

再エネ発電容量
2019年度 3.3GW

中期経営戦略2024に 
おける戦略

今後の成長見通し

中期経営戦略2021総括

•  再生可能エネルギー発電事業、特に洋上風力発電における豊富な開発・建設・運営実績

•  発電から小売までバランスの取れたポートフォリオを有し、顧客重視のグリーン電力・サービスを提供する総
合エネルギー事業会社Eneco社の知見

•  急速に変化する電力事業環境を捉えたDX取り組みを推進するための、サービス開発やパートナリングに
おける知見・ネットワーク等の総合力

関連するマテリアリティ

事業とマテリアリティとの関連性

　Enecoは、「Everyone’s sustainable energy」をミッションに掲げ、欧州で再生可能エネルギーを中核とした発電事業（つくる）、電力・
ガストレーディング事業（整える）、電力・ガス小売事業・地域熱供給事業（届ける）等をEX・DXと合わせ一体的に推進し、電力バリュー
チェーンの強化を図りながら今後は脱炭素社会に資する次世代燃料の水素や熱源のグリーン化にも取り組み、サステナブルな社会の実現に
貢献していきます。また当グループはこの事業モデルを日本、米州等、他地域へ横展開していきます。

　当グループでは、国内外の発電事業を通じて、持分発電容量の拡大を進めてきました。今後は、再生可能エネルギーの拡充を進め、再エ
ネ発電容量については2019年度3.3GWから2030年度6.6GWへの倍増を目指し、ポートフォリオの最適化を推進していきます。

再生可能エネルギーを「つくる（発電）」、天候により変動する電気を「整える（需給調整）」、整えた電気と
付加価値の高いサービスを「届ける」。これらの電力バリューチェーンの各機能の強化を通じて、洋上風力
の成長が見込まれる日本や、Eneco社をプラットフォームに持つ欧州を中心に、米州・アジア等でも再生
可能エネルギーを起点とする事業拡大を目指します。

再生可能エネルギーの拡充による事業ポートフォリオの最適化を図るとともに、DXを通じた需給調整機能
の強化を通じ、電力バリューチェーン全体における付加価値の高いサービスの提供を推進していきます。ま
た、当社の総合力を活かすべく、社内他営業グループとの連携を通じ、自立分散型地域コミュニティの構築
と、次世代エネルギーとして期待されるグリーン水素事業にも取り組んでいきます。

川上（供給側）では、国内および海外において再生可能エネルギーを中心とした発電事業や、洋上風力発電
を支える海底送電線事業等の事業を拡大し、川下（需要側）では、電力小売事業・新サービス事業を展開、
また中部電力ミライズコネクト（株）を設立の上、デジタルマーケティングを通じたリテイル・ライフケア・金
融等のサービス提供を開始する等、電力バリューチェーン全体において事業価値の極大化を推進しました。

　電力事業においては、再生可能エネルギーへのシフトとともに、電力システムの分散化・デジタル化といった事業構造の変化が起きていま
す。当グループは、発電事業による供給側と小売事業等による需要側の発販一体推進により電力バリューチェーン全体の事業価値向上に取
り組むとともに、ポートフォリオの最適化を図りながら、「2030年度までに再生可能エネルギー発電容量を2019年度比倍増（3.3GW→6.6GW）」
を目標としています。脱炭素化の世界的潮流が一層強まる中、既存火力発電容量の戦略的削減、および温室効果ガスを排出しないゼロエミッ
ション火力への切り替えにより脱炭素化を実現し、2050年までには当社発電事業における非化石比率100%化を目指していく方針です。ま
た、当社の総合力を活かすべく、社内他営業グループとの連携を通じ、国内の地域再生エネルギー資源を活用したEX・DX一体推進による地
域創生の実現を推進していきます。

脱炭素社会への貢献
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常務執行役員
電力ソリューション
グループCEO

Our Vision

海外電力本部 ユーティリティーリテイル本部エネルギーサービス本部

当グループの扱う「電気・水」は重要な生活インフラの基盤
です。再生可能エネルギー等の環境負荷の低い電源を中心
にデジタル技術を活用し、需給調整機能などを組み合わせ、
電力の安定供給に貢献するだけでなく、顧客に対する新た
な付加価値の提供、さらには次世代燃料として期待される
水素事業への取り組みを通じて、持続可能な脱炭素社会構
築への貢献と企業価値向上の実現を目指します。

地域課題の解決と 
コミュニティとの共生

再エネ持分容量
22年3月末：約175万kW
26年（目標）：360万kW

電力・ガス取引

取扱量
電力：32TWh
ガス：50TWh

小売（B2C・B2B）

約530万件の 
契約基盤

地域熱供給 
規制事業（B2C）

約13.5万顧客 
（国内シェア1位）

オランダ最大手のショッピングセンター：
アルバートハインの屋根に太陽光パネル
を敷設し、そこから得られたグリーン電
力を来訪顧客のEVに充電するサービス

調整用電源

電熱併給 
発電所

大型蓄電

ガス貯蔵

発電事業

その他電源

トレーディング～小売事業 新サービス

Solar Car Parkプロジェクト

届ける整えるつくる

EX（再エネ電源開発の拡大） EX・DX（需給調整機能の強化） DX（再エネ電力販売／サービス開発）

再エネを起点とする電力バリューチェーンを拡大
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